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要 約 

 

遊びを通じて児童の健全育成を図る児童厚生員のキャリアパスおよび習得すべきスキル体系を整理し、児童厚生員の力量

を高めるための方途を明らかにする目的で本研究を実施した。浮沈図調査票とキャリアパス調査票を用いた半構造的インタ

ビュー法により調査を行った。その結果、良好な事柄としては①大きさは別として必ず浮沈があること、②地域との関係が

大きいこと、不調な事柄としては①人間関係が影響すること、②職員間の調整が負荷となっていること、などがあげられた。

また、キャリアパス調査では、学ぶべきスキルとして行政事務や地域との関わり方が重要であることが明らかとなった。こ

れらから、児童厚生員の力量形成には、地域づくりや地域ネットワークづくりが重要であり、これらのスキルを習得するた

めには児童館長によるスタッフの育成が必要であることが示唆された。 

  
キーワード：児童館、児童厚生員、児童館長、キャリアパス、地域ネットワーク 
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Abstract: This study sought to discern the career path that children’s social workers follow and the skill set they need to raise healthy 
children through game play.  This study also sought to identify ways to increase the competence of children’s social workers.  A survey 
was conducted via semi-structured interviews using a survey form featuring a rise and fall chart and a survey form asking about career 
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Ⅰ．目的 
 

子ども人口は減少を続けており 1) 、子ども子育て新シ

ステムでは、地域の実情に応じた子ども・子育て支援とし

て、地域子育て支援拠点や放課後児童クラブ等の充実が進

められている 2) 。しかし、子どもたちの放課後を考える

と、時間、空間、仲間という三つの間の減少がすすんでい

るといわれている。小学生の塾利用や習い事は 8 割前後と

高く、塾等により困ったこととして、「外や友達と遊ぶ時

間がない」などの意見が見られた 3) 。また、下校してか

ら 6 時頃まで過ごす場所については自分の家（8 割）、友

達の家（4～5 割）、習い事（4 割弱）、普段遊ぶ相手は同

級生（9 割）、次いできょうだい（3 割）という調査結果

4) も見られる。これらから、塾や習い事で追われ、安全の

ため家など室内で同級生と過ごす様子が垣間見られる。児

童館において、集団遊びが構成できず、スキマ時間にゲー

ムをして遊ぶ子どもたちが多いという話もある。 

遊びがゲームを中心とするものに変化したことから、従

来の野外における遊びも変化した。これらについて、「危

険を体験したり、対処したりする機会を奪われている子ど

もも、あっという間に親になる。」また、「生きる力を身に

つけ、成長していくために必要な危機管理能力が、次の世

代に失われてしまう」ということが指摘されている 5) 。

これは、子どもたちが遊びの中で危険な場面に対応する体

験の重要性を示し、その能力の不足は子どものみならず、

次世代へ影響することが懸念されている。現代社会では

「いかのおすし」（防犯標語）などによる安心安全な地域

環境の整備が進められているが、子どもたちの遊びをどう

展開していくのか、今後の子育ちの大きな課題と考えられ

る。 

この子どもたちの放課後において、遊びを通じて多様な

経験と豊かな子育ちを指導する児童厚生員やプレイワー

カーの役割は重要性が高くなっている。一方児童館数は微

減傾向を示し、あわせて、指定管理者制度が導入され、児

童厚生員の若年齢化が進み、経験豊富な児童厚生員が減少

してきている 6) 。子育ちに大きく関与し育成を進める人

材となる児童厚生員のスキル向上は今後の大きな課題で

ある。児童厚生員の力量を高めるためには、研修の充実や

オンザジョブトレーニングなどが必要であり、児童館長の

児童館スタッフに対する人材養成能力が求められている。

そこで児童館長へのキャリアパス（館長になるために必要

な業務経験とその順序や持つべきスキルなどを示す）を検

討し、児童厚生員が館長になるまでに習得すべきスキルに

ついて明らかにすることを目的に実施した。 

 

 

Ⅱ．方法 
 

本調査は、平成 25 年 2 月～3 月に半構造的インタビュ

ー調査法により実施した。対象者は、公設公営、公設民営

の児童館の館長 10 名とした。調査はあらかじめ質問項目

を記載した浮沈図調査票とキャリアパス調査票を準備し、

調査員が訪問して実施した。調査内容は。児童館長になる

までの①浮沈図、②浮沈の内容と原因、学び、③キャリア

パスと習得スキル、である。浮沈図については、1985 年

に島内が R・ヒルの調査票からヒントを得て作成し 7) 、

1990 年に「S 式地域組織活動浮沈図調査票」として完成

させた調査票 8) を児童館長の業務を中心とした内容に修

正して使用した。調査票は、浮沈図記録票（対象者が記入）

とその浮沈についての内容や学びについての質問項目で

構成され、インタビューする方法である。次にキャリアパ

ス調査票は、就業場所、およびその時習得したスキル、す

べきだったスキルについてインタビューを行った。解析は、

浮沈についての対処と学びおよびキャリアにおける習得

スキル等のインタビュー内容を研究者が整理検討し、児童

館長を支える特徴的出来事や習得すべきスキル、キャリア

パスモデルを作成した。 

本調査はヒアリングにあたって、趣旨を説明し同意を得

たうえで実施した。なお、本研究は研究所倫理委員会（平

成 25 年 2 月 18 日第 54 号）の承認を得ている。 

 

 

Ⅲ．結果 
 

対象とした児童館長（10 名）の内訳は、都内 8 名、近

県 2 名、設置運営形態は公設公営 6 名、公設民営 4 名、

男女別は男 8 名、女 2 名、年齢は 39 歳～66 歳の平均 55.5

歳（SD2.48）、全員既婚者であった。 

 

１．児童館活動の浮沈と学び 

児童館長の浮沈図（児童館活動の浮沈とあわせて感情の

浮沈を記載したものもある）をみると、良好な状態域にあ

る場合が相対的に多く、不調の域に入っている状態は非常

に少なかったが、不調と認識せずとも下降し、必ず谷を形

成していることが共通していた（図 1）。 

 

（１）良好な事柄 

【内容】 

 仕事を任された、役割を認識した 

 課題を自分の力で変えていくことができた 

 児童館の仕事の醍醐味→地域の人たちと一緒に健

全育成→まちづくりができた 

 地域特性を踏まえた来館者ニーズを把握できた 

 自分で判断して事業を進められる 

 地域に認められた 

 

【時期、年齢】 

主任、館長、責任者という自分で判断して仕事が進め

られるようになった時期で、30 歳代後半から 60 歳代。 
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【楽しかった、嬉しかったこと】 

 事業や研修の新しい企画ができた 

 利用者との信頼関係が築けた 

 地域との関係ができ、協働で事業ができた 

 地域に必要とされている実感を感じた 

 

【原因】 

 経験を生かせたこと 

 立場から自分の裁量でできることが増えたこと 

 地域、職員との信頼関係ができたことこと 

 

【出来事の影響】 

 前向きに仕事ができるようになった。 

 多様な保護者への対応が可能となった 

 児童館の認知度が上がった 

 児童館が再生した 

 利用者が増加した 

 

【出来事からの学び】 

 児童館は地域の人に支えられて存在している 

 地域のつながりを地域の人から学んだ 

 児童館の運営は「人」であること 

 児童館が福祉施設であること 

 信頼関係の重要性 

 日常活動の積み重ねの大切さ 

 他の組織との連携 

 

（２）不調な事柄 

【内容】 

 職場での人間関係 

 処遇の変化、自分の希望する仕事ができない 

 健康状態の不安（業務量増大） 

 児童館業務が不明確 

 職員間の人間関係 

 職員のメンタルヘルス対応によるストレス 

 職員間の意識、考え方のずれ、意見の相違を調整す

ること 

 

【時期、年齢】 

児童館の中堅スタッフとして活動している時期で、

30 歳代から 40 歳代。 

 

【つらかったり、苦労したこと】 

 ストレスがたまった 

 現場と運営者との板挟みになった 

 モチベーションが下がった 

 健康状態が悪くなった 

 

【原因】 

 ストレス 

 指針がなく、職員間の調整ができなかった 

 忙しすぎて、余裕がなかった 

 職員とのベクトルが合わなかった 

 

【出来事の影響】 

 本人の体調不良、家族へのしわ寄せ 

 職場以外に目を向けること 

 児童館の活動は大事な活動であること 

 他のスタッフへの負荷が高くなった 

 利用者への影響が出ないようにした 

 

【出来事からの学び】 

 助けてくれる人がいる 

 何を学ぶか 

 大事なことをきちっと説明していくこと 

 指針が必要であること 

 チームワークの大切さ 

 体力、気力の充実 

 辛い時、相談できる人の存在 

 職員を育てるシステムの必要性 

 身近な理解者の支えと存在 

 

（３）その他 

 職員の人間関係に苦労している 

 委託化の流れは止められないので、スタッフの養成

が今後の課題である 

 

２．キャリアパス調査による習得すべきスキル 

（１）児童館長のキャリアパス・モデル 

【キャリアパス・モデル】 

児童厚生員のキャリアパス・モデルを作成した（図 2）。

児童館長へのステップとして、その経路で習得あるいは

習得すべきスキルについて、スキルレベル（エントリー、

ミドル、ハイレベル）およびポジション（新人、新任者

スタッフ、中堅スタッフ、ベテラン）の視点から整理し

た。 

 

【学びや習得すべきスキル】 

①新人・新任者スタッフ（表 1） 

子どもの視点に立つことなど基本的な姿勢を学んで

おり、学ぶべきこととして、「理論的なこと」「保護者対

応」「話を聞くこと」が新人にはあげられていた。新任

者スタッフになると、基本的な成長発達に応じた子ども

への関わりや子育て支援、「地域とつながる大切さ」「地

域の力」など地域との関わり方を学んでいた。習得すべ

きことは、行政や基本的な事務処理についてであった。 

②中堅スタッフ（表 2） 

多種多様な学びと学ぶべきことが抽出された。大項目

では、個別、職場、地域、行政、企画、人材養成・研修
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の六領域に広がっていた。 

「個別」では、障害児（者）への理解と援助技術、医

療的ケアなどの学びとあわせて心理学や発達などの学

術的なことを学ぶべきだという意見があった。また、理

念を自分で話す、大人に説明するなど子どもとの関わり

を越えたスキルや学習が必要とされた。「職場」では、

「心理、保健師、保育士など多様な専門職がいること」

や「団結する力の大きさ、役割を認識できた」など多様

な職種との連携の重要性が示された。「地域」では、パ

ワーのある住民がいることやその関わり方、父親への関

わり方など関係者をはじめ地域資源との関わりの重要

性を学んでいた。 

「行政」では、会議などにより行政のあり方や動向を

学んでいた。この領域では学ぶべき事柄が多く、「役所

全般のこと」、「行政用語」、「行政内部の手続き、予算、

事業計画、契約、仕様書」など行政事務の処理を深く学

ぶべきであるとの意見がでていた。「企画」では、「プロ

グラム開発（自然体験、野外活動）」、「企画運営のイロ

ハ」とあわせてマーケティングや民間と共同事業などを

学び、自分が企画運営を担うために必要なことを学ぶべ

き時期であると考えていた。ベテランスタッフに近づく

という状況からスタッフの人材養成など「人材養成・研

修」の内容が現れていた。 

 

③ベテランスタッフ（表 3） 

ベテランスタッフでは、所内運営、課題解決、事業企

画、地域、行政、人材養成、館長役割の七領域において

高度なスキルがあげられた。 

「所内運営」ではチームワークや努力する姿勢などと

あわせて学習する機会づくりの必要性が示された。「課

題解決」では行政課題の達成、課題・問題提起、地域の

施設となることなど地域住民や利用者の要望、ニーズを

実現するスキルがあげられた。「事業企画」では「児童

館に関わる企画／調整（事業・研修）」、「企画提案書の

作成およびプレゼン等のスキル」、「新しいプログラムを

作る試み」など目に見える仕事やニーズに合った事業が

できるスキルを身につける重要性が示された。 

「地域」「人脈、人間関係、人間のつきあい」、「地域

（近隣）のニーズの把握や調整力」から「コミュニティ

創生」など地域住民の主体性を啓発することなど地域づ

くりの高度なスキルがあげられた。「行政」では「鉛筆

1 本でも 3 段階で購入する。この仕組みと意味を正しく

知ること」を学ぶべきだということや「法律、法令」、

「統計や事務」を身につけ、「行政組織の一員として、

全体を把握」し「役所の施策として事業を展開していく

意識」の必要性が示された。行政事務などの研修がない

ことをあげられていた。 

館長に近づくことから「人材養成」での学ぶべき事柄

が多くあげられた。「係員の育成指導方法」、「人材養成

のためのスキル（コーチング etc）」、「チェックシートに

よる館長研修」、「1 週間の館長体験（3 回）」、「館長候

補が現館長の評価をプログラム」など具体的な人材養成

の内容が示され、「児童館勤務で、館長の立場を知る機

会」の大切さ、館長研修の重要性が示された。「館長役

割」では、「児童館を地域に知らせていく責任」、「対外

折衝の最前線に立ち、児童館の顔となる」などそのあり

方、そのための「児童館の広報担当としてのスキル」や

視野が広くなるように学ぶことなどが示された。 

 

 

Ⅳ．考察 
 

１．児童厚生員の力量形成 

（１）地域ネットワークづくり 

良好な事柄では、「仕事を任された」、「課題を自分の力

で変えていく」、「児童館の仕事の醍醐味である地域の人た

ちと一緒の健全育成（まちづくり）」、「地域に認められた」

などがあげられていた。これらから感じたことは、「利用

者との信頼関係が築けた」、「地域との関係ができ、協働で

事業ができた」、「地域に必要とされている実感を感じた」

などで、地域との関わりによる内容であり、児童館での地

域資源との関わりの重要性は推測される。あわせて出来事

からの学びにおいては「信頼関係の重要性」があげられて

いたが、地域との関わりやネットワークの構築において、

信頼関の重要性の認識とその構築を学ぶことが必須であ

ると思われる。 

これらは、児童館ガイドライン 9) においても「２ 児

童館の機能・役割」として「地域組織活動の育成」があり、

「３ 児童館の活動内容」でも「地域の健全育成の環境づ

くり」として、また「４ 児童館と家庭・学校・地域との

連携」として「地域の連携」が記載され、地域との関わり

は児童館活動の重要な柱である 10) と指摘されており、児

童館による地域づくりの活動は、児童館の活性・強化とし

てまた児童厚生員のやりがいや充実感をもたらす領域で

あると考えられる。「時期、年齢」は、主任、館長、責任

者という自分で判断して仕事が進められるようになった

時期で、30 歳代後半から 60 歳代で、中堅スタッフからベ

テランスタッフの時期に相当することから、中堅スタッフ

時代に地域との関わりを経験、実践していくことが必要で

あると思われる。 

 

（２）コミュニケーション力の向上 

不調な事柄では、「職場での人間関係」、「職員間の人間

関係」、「職員間の意識、考え方のずれ、意見の相違を調整

すること」、「職員のメンタルヘルス対応によるストレス」

など人間関係に起因する事柄が多く、「健康状態の不安」

も起きていた。ストレスが原因でモチベーションや健康状

態の低下を示すなどが起こっていた。この不調な出来事は、

健康破綻につながることが推測され、その学びが対策に有
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効であると考えられる。出来事からの学びで、「身近な理

解者の支えと存在」、「辛い時、相談できる人の存在」、「助

けてくれる人がいる」といったことがあげられ、家族の支

えやスーパーバイザー的人材の必要性が示唆されている。 

地域組織活動における不調な事柄への対処においても

専門職や行政の積極的関わりの重要性が指摘されている

が 11)、専門職においても不調な出来事に対する支援は人

であり、必ず生起することであるから、その対策として

館長経験者でスーパーバイズができる人材の養成と配置

体制が必要と考えられる。 

また、人間関係における不要な摩擦を少なくすることが

必要と考えられるが、児童館の活動に対する認識やあり方

などを含めて明確にしておくことで軽減することが可能

と思われる。また、児童館ガイドライン以上に詳細な活動

指針、業務指針などが整備されれば、職員間の摩擦を少な

くすることができると考えられる。 

不調な事柄の時期、年齢は、児童館の中堅スタッフとし

て活動している時期で、30 歳代から 40 歳代である。浮沈

図において、多様な浮沈がみられたが、人間関係が関与す

ることが多く、またそれらの事柄を乗り越える時も人間関

係が作用していることが多い。従って、この時期の課題と

して、コミュニケーションや人間関係調整能力の向上が考

えられる。児童館活動の理念やあり方とあわせてこれらの

内容を含めた研修が期待される。 

 

（３）児童館活動を支えるパーソナル・サポート 

浮沈図（図 1）に示されたように、必ず谷の部分が存在

し、不調な出来事が生起している。その不調な内容は、「職

場、職員間の人間関係」、「職員のメンタルヘルス対応によ

るストレス」、「職員間の意識、考え方のずれ、意見の相違

を調整すること」などで、健康を害するケースも存在した。

原因として「指針がなく、職員間の調整ができなかった」、

「職員とのベクトルが合わなかった」があげられたが、そ

の事柄から指針の必要性や職員の養成の重要性が提起さ

れている。また、学びとして「身近な理解者の支えと存在」

があり、家族や友人などのパーソナル・ネットワークの重

要性が指摘されていると考えられる。 

児童厚生員のキャリアパス・モデルは、児童館活動に従

事する中で何のスキルを学ぶか、また児童館長やベテラン

職員となるためには、何を学ぶ必要があるのか、明確にな

る。これは、児童厚生員自身の将来の見通しを持つことに

つながる。従って、児童館長ハンドブック 12) 13) の内容と

合わせて、児童館活動に必要なスキルを自覚し、研鑽する

ことは質の向上つながると思われる。 

また、将来のキャリアパスが示されていることは、困難

を乗り越える大きな力となる。困難を乗り越える力は、「把

握可能感（わかる感）」、「処理可能感（できる感）」、「有意

味感（やるぞ感）」で構成され、これを高めることが有効

である 14) とされ、キャリアパスの明確化は把握可能感を、

パーソナル・サポートの充実は有意味感を補強するものと

考えられる。 

 

２．習得すべきスキルと研修体系 

（１）児童館のあり方、健全育成の理論など指針を明確

にする 

不調な事柄において、「職員間の意識や、考え方のずれ、

意見の相違を調整すること」があげられ、その原因は「指

針がなく、職員間の調整ができなかった」ことにあり、「指

針が必要であること」が示されていた。また、「大事なこ

とをきちっと説明していくこと」なども学びとして示され

ていることから、児童館や児童の健全育成についてのあり

方、考え方、児童館活動の指針を明確にしていくこと、あ

わせて児童厚生員の具体的役割を明確にすることが重要

であることが指摘できる。 

従って、第一に「児童館ガイドライン」より詳細な「児

童館活動指針」を作成すること、第二に児童館の PR を強

化すること、の 2 点が重要と考えられる。活動指針がない

現状から、もちろん作成が必要と思われるが、研修だけで

なく広域（都道府県レベル）の協議会への参加や事務局を

担当するなど、理論等を学ぶことにつながると思われるの

で、積極的に関わることができる環境づくりを提案したい。 

また、日常活動において、定期的に学習会や検討会など

を実施する方法も考えられる。児童館長がスーパーバイザ

ーとなって進めるため、館長の専門性の向上も今後の大き

な課題と思われる。 

 

（２）習得すべきスキル 

詳細な習得すべきスキルは表 1、2、3のとおりであるが、

キャリアパス（図 2）に示したミドルレベル以上の内容か

ら、第一は「地域に関するスキル」の重要性が示唆される。

新人・新任者スタッフ時代における「地域資源の把握」、

中堅スタッフ時代における「地域ネットワークづくり」、

ベテランでの「地域づくり（コミュニティワーク）」であ

る。健全育成や子育ち支援の基礎的な柱として、「地域づ

くり」があげられる。ガイドラインでもその方向性は示さ

れているが 9) 10)、実践事例はまだ少ないといわれており、

このための情報提供や教材、研修の必要性が大きいと思わ

れる。 

次に、スタッフ時代を中心に学ぶ「行政制度」、「事業企

画」、「予算等行政事務」、「事業企画・調整」を内容とする

行政事務の理解習得である。これらは、本庁等の行政部門

で体験が必須で、可能なら地位や立場を変えて、複数回の

経験が望ましいと考えられる。また、児童館長になる前に

経験し学ぶことは必須とも考えられる。しかし、児童館の

指定管理を含め民営化が進む現在では 15) 16) 17)、実施は難

しいと推測される。今後の児童厚生員の養成にあたっての

大きな課題と思われる。 
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（３）人材養成 

ベテランスタッフ時代に学ぶべき事柄は、所内運営、課

題解決、事業企画、地域、行政、人材養成、館長役割の七

領域があるが、中でも「人材養成」が重要であり、研修プ

ログラムや受講機会が少ないと思われる。児童厚生員の養

成については、児童健全育成推進財団の認定制度や研修が

有効であり、児童厚生二級指導員から児童厚生一級指導員、

児童厚生一級特別指導員、児童健全育成指導士と体系化さ

れている 18) 。しかし、児童館長やベテランスタッフによ

る児童館職員の「人材養成」については取り上げられてい

ない。習得すべきスキルにおいて、「係員の育成指導方法」

や「人材養成のためのスキル（コーチング etc）」、「チェッ

クシートによる館長研修」、「3 回 1 週間の館長体験」、「館

長候補が現館長の評価をプログラム」など「人材養成」の

具体的な内容が示されており、これらを中核とした人材養

成スキル研修会の検討が必要である。公設公営から公設民

営型の児童館、企業イメージアップ型の児童館などに移行

が進み、経験豊富な児童厚生員の減少と若年齢化という現

状から、緊急の課題と考えられる。 

児童館における地域づくりや地域ネットワークづくり

のスキルの習得には、研修や学習のみでは不十分であり、

実際の活動の中での体験型の学習が必要である。従って、

現場でのオン・ザ・ジョブ・トレーニングが有効と考えら

れるが、児童館長やベテランスタッフに人材養成の視点が

ないと実施されない場合や、有効なトレーニングが行われ

ない可能性が予測される。少なくとも児童館長には、「人

材養成」の視点とスキルの習得を期待したい。 

 

 

Ⅴ．まとめ 
 

本研究で作成した公設公営児童館におけるキャリヤパ

スは、指定管理者制度を含む今後の公設民営の児童館には

適さない場合も考えられるので、児童厚生員の若年齢化や

雇用形態の面から新しいキャリアパスを検討することが

必要と思われる。本研究で析出したスキルレベルや学ぶべ

きスキルの内容は、時代が変化しても同様であるが、習得

すべき時期は大幅に変化すると予測される。今後は、民営

化を視野に入れた児童厚生員の養成システムと将来への

道筋を明確にすることが重要な課題である。 

また、習得すべきスキルでは、児童館における地域づく

りやその前段階である地域ネットワークづくりの重要性、

またそのスキル習得の必要性が明らかになった。また、そ

れらを支える人材養成のあり方の示唆が得られた。今後は、

児童館における地域づくり、コミュニティワークのあり方

を検討していく予定である。 
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図 1 児童館活動（児童館長）の浮沈図 
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図 2 児童厚生員のキャリアパス 
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